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槻 測 貼|火口からの方位|火 口か らの距離|海 抜 τ~:リ- 度
粁 町1
1.火 1.1研究所 西 7.3 568 
2.茸千里潰 四 3.1 1，100 
3. ヰ き主 西南西 1.0 1，170 
4. ~ 了 地 北北京 7.3 530 
5.制 石 北北西 1.0 1，190 
6. JlL 1.Lr 南南東 1.0 1，250 
7. 高 東 1.9 1，520 
地震計 昭和四年五月末研究所にウヰーへ Jレ地震計を据置して以来漣績観測を・績けてゐ
る外，特に微動制iWjの日的で製作し7こ甥遡町二両侠微動計水卒成分523手，上 f成分2華3
~IJ週閉ざ千倍微動計二.成分ー:側.近itl!l'也震初日1')用地従，; 1・ I](! I':二成分二組を夫々其の 1寺の槻
1M 目的 l二際じて，各観測貼に配.{jJ"して同11寺観測三どした。 各地震計の jR理主第二衣の遁~)。




地 曹主 計名 1 T~I μ"1 V 1 Tl~1μ/ 1 k J Icm I~= Iル I?I~ 
ウキーへ pレ 1、7Jc卒動 10.0 0.81 200 3 
ウキー/-，ν1、上下野j 4.6 0.81 150 3 
短週期ニ高倍Sパ 7Jc卒動 0.55 。 0.55 。16，100 7.5 12，800 30 2 
短週期二蔦倍Sn7Jc卒動 0.55 。 0.55 。25，600 7.5 19，300 30 3 
短週期二蔦倍Sv 上ド動 0.58 。 0.58 。31，200 10.7 17，500 30 2 
中週期三千f音G.A 水平動 8.0 。 4.0 。627 12 2，800 3 2 
中週期三千ffrG.A 上下動 8.0 。 4.0 o I 1，975 38 2，800 3 1 
中週期三千倍Gn 7Jc卒動 8.0 。 4.0 。340 6.5 2，800 3 2 
中遡期三千倍GII 上 F動 8.0 。 4.0 o I 1，410 27 2，800 3 2 
近i也地震用地震計水平動 2.0 0.81 60 B 4 
九: 振子の自由振動週期。 μ02: 振子の減衰常数。 V:幾何倍率。
ド12: 電流計の減衰常数。 T，: 電流計の自由振動週期。 k: "Uebertra宮ungafaktor" 
































( 14.1 ) 
火山微動と爆五聖地震の性質に就いて
て活動開始に近づくに従ひ次第に振幅と出現頻度とえと増大 r~ ， 港ひには卒均振幅数 E クロ
Lのものが注続出現するに常るのである、
第ー・固に活動休lトー 如昭和{)(1'.10月25日に山頂本堂と山麓研究所にて短遡MJ二高倍微動計














! I本堂 l 研
日 附 | 出現時ト一一一「一一一「一一
i I AN I .lt.' I T : .1 N 
j931 h 111 5 1μ|μ1 ".. 1 μ 
()cl. 6 1 21 43 06 1 0.22 1 --1.14 1 0.83 I 0.77 
16 I 21 S9 45 I 0.22 I 0.78 1 0.?7 I 0.53 
16 I 21 40 26 I 0.19 I 0.64 1 0.89 I 0.50 
20 21 :9 i 7 I 0.69 I 0.97 1 0.76 1.17 
お I21 41 03 I 0.56 I 1.70 I 0.93 I 1.83 
29 1 21 'S? 02 I 0.33 I 0.97 I : 0.58 
29 I 21 40 49 1 0.42 1 1.10 1 1.10 
);'ov. 1 I 21 :;9 49 1 0.33 1 0.56 





、 ? ， ，????， ， ? 、
究 liJT l 出現
.1r: T |時差
1-'. _n 
0:5'3- 0.98 6.50 
0.18 i 1.05 6.00 
0.[8 1.05 6.60 
0.55 L12 6.20 
0.67 0.93 6.46 
0.23 i 6.24 













本 堂 研 究 所 出現
日 附 出現時
AN AF: T AN AF: T 時差




IL see- sec. 
Oct. 21 18 44 48 0.70 0.90 0.17 1.00 5.20 
15 53 55 0.25 0.92 0.76 0.42 0.22 1.00 5.15 
18 58 12 0.25 0.97 0.90 0.35 0.18 1.00 5.60 
19 46 08 0.28 1.1 1.00 0.33 0.13 1.00 504.0 
21 24 34 0.47 1.39 0.98 0.50 0.25 0.87 5.03 
22 21 89 0.56 1.39 0.82 0.50 0.20 0.98 5.10 
22 33 08 0.58 1.39 0.83 0.50 0.23 0.90 5.15 
22 10 :6 51 0.97 2.50 0.81 0.88 0.37 0.80 5.10 
卒均 1.30 0.88 0.48 0.22 0.95 5.22 













淑 iJlIJ 貼 ム |“槻訊IJ α計算 Y槻測 I(計算| '" 
If 
研 究 所 7.20 80' 90。 245' 
宮 地 7.25 0.5 0.1 64 45 1.5 
草千里演 3.10 1.7 1.4 90 90 245 
本 堂 1.10 2.0 2.0 38 40 194 
硯 石 0.50 68 88 302 
























































































一 一一 一 ←
nUH. ~(:C 
Oct. ~6 21 47 12.6 6.2 
23 i2 11.0 6.0 
39 9.1 6.0 
54 10.5 6.2 
27 6 47 14.0 5.7 
7 07 11.0 6.4 
8 26 12.5 6.0 
11 04 27.0 6.0 
58 21.0 6.3 
12 43 22.0 6.0 
44 22.5 6.2 
13 89 30.0 6.0 
14 16 18.0 7.0 
40. 18.0 6.0 
16 22 16.0 5.9 
26 19.5 6.2 
17 15 32.0 5.6 
18 14 19.0 6.6 
26 16.5 6.2 
30 12.5 6.0 
55 14.0 6.0 
20 10 17.5 6.0 
21 28 24.0 6.0 






























































































宮 地 北北東一南南西 7 I 1 i 
本 堂 南74。酉ー北74。東 押し 2.5 1.1 
硯 石 南東一北西 号l主 0.9 1.2 
1且 r.4 南10'東一北10'西 押し 4.0 2.0 











































~成分殆んど同大であるが，上一 l'ド、"慰動I成分は/水k主半ド動成分より f活Eカか、に小さ b、n 地ド深さ 2却om 
の与移駿FE.孔の!威彪でlはま地J衣毛に比蛇してJ振辰刷P惰高が 0.6にi減成少してゐる占 z昂:~ /八\. ~き表隻に f各子副測 z
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本堂と倒石と -lrill.H二制iA1lされ仁例は 4回しかないが，本堂では常に「押し波 ITわ1)'J ， 
例行では引に1-引きJ.-U-C宇J)る」ノ「宅J)'IDJJH向の雌かな地援について，其の震源}I1.'[在IHして




(A) 本 堂 (B) 硯 石 (C) 
出 現 時 IAR l.h.1出現時 IAR Iん|ん/ 本堂|硯 石
h m I HUll.IJlllll. ぉu 出現時11 n、 J1JJll. sJJH. 
Auε. 16 23 12 -3.8 -2.8 Aug.18 2311-2.011.312.4 .'h: 1 .1R Ag 一h Ill 33 -1.3 2.0 T.lnl. n】111. lUJlI. 14 -1.4 -2.0 λU(;. 18 6 31 -0.5 一1.51.1 
34 -2.0 2.0 
17 12 28 -1.4 -3.5 331-0.3 -2.0 
26 -3.0 2.4 
29 -3.0 -4.0 37 -2.2 2.4 341-0.7 -3.0 1.7 
31 -1.2 -1.7 ! 38 -1.4 2.4 351-0.4 -2.0 2.0 
32 -1.0 -1.1 39 -2.0 1.2 2.4 
34 -2.0 -1.3 4 29 -2.5 1.4 2.2 
31 -3.5 1.8 2.5 
36 -3.0 
32 -3.0 1.5 2.8 






















































夏の小爆裂時には30米/秒であるu 今密度 pの噴石を初、逮 vで放出するに必要な噴出孔
内外の塵カi仁川若し物質の移動によって)畢力が獲らないければ片」-p戸であるか
ら， --'1'.一春の^爆護il~fには 108 試歴，夏には 9 話慢のF極力，:~~か必要となる乙ノj'~J定j肢を・ 2.5 と
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